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◆大規模地震動を想定した地盤の変形量の予測 

 

情報：ＩＴ-506

 

分野：数値解析 

◎有限要素法（ＦＥＭ）を用いた地震時永久変形解析の紹介 

 

■検討内容 

 地震動によって土が繰返しせん断応力を受けることで歪が累積し，土の剛性が低下するため

変形を起こすという特性を考慮して，変形量を計算で求めようというものです． 

①２次元ＦＥＭ初期応力解析（自重解析）法  Î  静的応力σs を算出 

②２次元ＦＥＭ地震応答解析（等価線形法）  Î  動的応力σd を算出 

③σsとσdを引き継ぎ，別途求めておいた地盤の歪特性に当てはめ，累積歪及び土の変形係

数の低減率を求める． 

④低減後の変形係数を代入し，①と同様に自重解析を行い地盤の変形量が求められる． 

 

■解析で考慮する条件等 

z 振動三軸試験結果から  土の動的変形特性（Ｇ/Ｇ0～γ，ｈ～γ特性） ，土の累積歪み

特性 

z 地層構成及び土質定数 ，構造物形状 ，地震波形等 

z ＲＣ構造物と土のようにその剛性が大きく異なる場合は，境界にジョイント要素を設けて現

実的な挙動を再現できる． 

 

■検討実施例 

 下の図は橋台での適用例で，背面地盤と躯体前面の赤い部分が変形係数の低下が著しく，

この結果から橋台の転倒や背面地盤の揺り込み沈下が起こるものと判断できます． 
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